
第４回 ゼロカーボンの「みらい」をめざして

一人一人のアクションから、
脱炭素まちづくり、脱炭素社会へ

NPO法人泉京・垂井
神田 浩史



神田浩史 簡単な自己紹介

• 大学（農学部）を卒業後、開発コンサルティング企業で6年間
• タンザニア、ナイジェリア、バングラデシュなどでODA（政府開発援助）の農
業開発事業に従事

• 国際協力NGOの非常勤スタッフとしてアジア各地の農山漁村を調査
• ODA政策に関与し続けたアドボカシー活動の２０年
• 国際会議を呼び掛ける（APEC、世界水フォーラム）
• 垂井町で泉京・垂井発足への参加と数々の事業展開

• ODAをはじめグローバルな課題解決に向けての活動経験を活かして、垂井町で未来に
向けての政策提言・政策実現に向けて活動を続ける

• 現在は、垂井町でNPO法人泉京・垂井のスタッフとして働きながら、全国9大学・
大学院でパート教員



社会課題の解決に向けて手探りで動いた経験
（1989年～2009年）

• ODA（政府開発援助）の現場で抱えた課題
• 一人ではどうしようもない⇒同業者で同種の課題を抱える仲間に呼びか
け⇒業界内の勉強会⇒NGOの勉強会に積極的に参加

• ODAの世界を飛び出し、NGOの世界に
• ODAアドボカシーを主にするNGOに参画

• アドボカシーNGOは当時も今も、日本社会ではマイナーな存在
• 世界銀行の総会（ワシントン）に参加する機会を得る

• 世界を見渡せば数多くのアドボカシーNGOの存在と活発な活動
• 国内の国際協力NGOのネットワーク組織へのアプローチ
• 外務省や大蔵省（現・財務省）との対話の場の構築に参画
• 外務省の公聴会のコーディネートや、外務大臣の諮問会議委員を務める



垂井町での政策提言・政策実現の実例
（□はNPO法人泉京・垂井の取り組み、◆は個人での取り組み）

□泉京・垂井が垂井町からゴミ減量策定計画立案事業を受託（2009年）
• 輪之内町はじめ西濃各市町のゴミ減量政策を調査し、エコドーム設置提言とともに垂井町に
提出（当時、揖斐川町、池田町、輪之内町、南濃町＜現・海津市＞にエコドーム）

• 2011年に垂井町エコドーム開設
□ポルトガル語相談窓口の開設（2010年）・・・泉京・垂井が岐阜県国際交流協
会との協働事業を活用して1年の通訳員派遣、窓口開設（2024年１２月終了）
◆垂井町まちづくり基本条例の策定（2008年～2009年）

• 策定委員公募に手を挙げ、副委員長に
• 町長から2年の年限を得て、住民主体での策定（のべ約600名と意見交換）

◆地区まちづくり協議会における新規事業の提案
• 2016年、垂井町提案型協働事業を活用して自主防災事業を展開
• ２０２４年度「清流の国ぎふ 防災・減災センター『防災活動グランプリ』」準グランプリ受賞



“協働”で創る
みんなのまち・岐阜

（「岐阜市住民自治基本条例パンフレット」より抜粋）
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“協働”で創る
みんなのまち・岐阜

（「岐阜市協働のまちづくり推進計画2023-2027概要版」より抜粋）



“協働”で創る
みんなのまち・岐阜

（「岐阜市協働のまちづくり推進計画2023-2027」より抜粋）



おわりに

•岐阜県内で、東海地方で、最初の気候変動に関する市民懇談会に
参画できたことに感謝します。

• ここで得られた多くの知識、経験、そして人のつながりが、今後の皆さ
まのご活躍に活かされるよう、また、一人一人の理解、蓄積から、より
多くの人に伝わっていけるよう、期待しております。

•個人で、家族で、できることは、今すぐに、一つずつ。NPOなどのコミュ
ニティを巻き込むことは、ちょっとずつ時間をかけながら、その先には、
岐阜市との協働や制度化・政策化も視野に入れながら。

•岐阜市でのゼロカーボンに向けての営みが活発になり、周辺市町へ
も波及していくことを願ってやみません。


